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    本年度目標の一つとして､ＯＡ用紙を回収して､リサイクル量を拡大し 

   全体として廃棄物の総量を削減することを行っています｡ この活動は昨年 

   から始めましたが､回収率という形で目標を設定しました｡ 今回は前年同月比 

   ２％アップを目指しています｡ 皆さんへのお願いは､各職場に設置している､ 

   回収箱にリサイクル可能なＯＡ用紙を､良く確認して入れて頂きたいのです｡ 

    機密文書は除外し､裏面を再コピーする等の用紙は､別途保管ください｡ 

   部品などに添付されている説明書なども､リサイクルできます｡ その他､雑誌 

   冊子などもできるだけリサイクルしましょう｡ 新聞紙､封筒､厚紙､包み紙 

   チラシ広告は別な分類なので区別が必要です｡ ４月からすでに始めていて 

   ５月分では何とか達成しました｡ これからもリサイクル化にご協力ください｡             

                                                                             部品の説明書はリサイクル対象 

   ペットボトルキャップ回収のお願い                    

ペットボトルキャップ 回収も皆様のご協力を得て､4月が３１６個､５月が          

３４５個と順調に数を増やしています｡  夏は清涼飲料の需要が高まる時期で､                    

ご家庭でも､使用済みのペットボトルを処分することがあると思いますが､  

そんな時､キャップをはずして当社の回収ボックスに入れてください｡  

まとめていただけると､大変ありがたいです｡ 袋等に入れて､事務局の高橋か                     

環境実行委員にお渡しください｡ すでに家で集めた分として持参いただいた 

方がいて感謝しています｡ これからもよろしくお願いします｡                          

                                                                              ご家庭で回収したキャップ        

   導電マットを処分しました                                                     

   張り替えた後の導電マットを､どのように処分するか検討してきましたが､                    

   エコフロンティアかさまで二軸せん断後焼却(細かく切断した後で焼却する方法)で                 

   処分することになり､５月２５日実施しました｡ このマットは塩素系の成分が含まれて                

   いて､そのまま焼却すると高濃度の塩素ガスが発生するため､慎重に処理しました｡                   

                                                                                    二軸せん断機 

 水戸市環境保全会議通常総会開催 

    水戸市環境保全会議の通常総会が､５月１２日人材育成センターで開催されました。 

  今年は､水戸市環境フェスタが行われる年で､役員提出の事業計画案が原案どおり 

   採択され､フェスタの準備を進めるための日程､予算等が決定しました｡ 

                                                                                 水戸市環境保全会議総会 

  

 

環境コラム 「塩素系樹脂素材について」 

 

導電マットの処分について､記事の中で紹介しましが､この記事だけを見ると､塩ビ系樹脂製品は環境に悪い 

もので､使用してはいけないのではと思われるでしょう｡ しかし､今回の導電マットは､難燃性､耐久性に優れて 

いるために､処分が難しいということが根幹にあります｡  このままの状態で低温焼却すると､ダイオキシンなど 

有害物質を発生させてしまいますし､かといって､そのまま埋めてしまえば､物質的に安定しているため､自然界 

では容易に分解されず､長く形をとどめることになります｡ 今回の処分方法は､可能な限り燃えやすい形にして 

処分を考えていただきました｡ もちろん､有害なガスが外に漏れだす心配はありません｡ 非塩ビ素材が良いか 

というと､こちらは酸性ガスを出すといわれています｡ どのような物質も､ＭＳＤＳの指示に従い､適正な処分が 

必要です｡ 

 

          


